
           

クラウドシステムチームからのご報告

IoPクラウド
AI

データベース

ＩｏＰで　
  もっと楽しく！
   もっと楽に！
　 　もっと儲かる！　
　　　　　農業へ

資料２

第3回
ＩｏＰ推進機構理事会
2020年10月16日

1



運営体制　　　　１．IoP推進機構の運営体制（R2.3.21任意組織として設立→将来は自走組織へ）

メンバー：北野中心研究者、福本中心研究者、
古沢リーダー(工科大)、森リーダー(高知大)、竹吉
副理事長、八子知礼理事、三輪康史理事等
・IoPクラウドの仕様設計、初期構築、運用、ブラッ
シュアップ
・生産者からのデータ収集の促進
・収集したデータ類や、新たに開発する技術等を、統
合・分析・診断し、個々の生産者にとって必要となる
有益情報としてフィードバックできるシステム構築
・利用者(生産者等)が使いやすい画面構築
・IoPクラウドを活用しながら、また生産者組織と連携
しながら、北野教授が唱えるボトムアップ型イノベー
ションを実現する
・ビジネスチームと連携しながら、IoPクラウドと連動す
る機器、サービス、アプリの創出・集積を促進

メンバー：武市理事長、杉村理事、石塚理事、堂山理事、
大場スーパーバイザー、岡林事務局長等

・県の農業振興部やJA高知県等と連携し、農業をとりまく
マーケット（川上から川下）をしっかりと把握する

・IoPクラウドを活用し、既存サービスを強化（データ、最適
シミュレーションに基づく営農指導、出荷予測システムを活
用した販売活動など）
・IoPクラウドを軸としたオープンイノベーションの推進
　●大学とIoPコンソーシアム参加企業間での研究・ビジネ
　　　スのマッチング
　　　➡研究成果の事業化推進
　●IoPクラウドと連動する機器・システム類、サービス・アプ
　　リ等の創出・集積

メンバー：内田弁護士、上羽弁理士、松島理事、岡林
事務局長、各大学知財担当者等

・今後IoPプロジェクトから生まれてくる知的財産権の取り
扱い（県としてどこまでの権利をどの形で保持していくのか
など）を検討する
・研究委託、共同研究時等の契約内容の検討、チェック
・知財ポリシー、データポリシーを元にした、さらに細かい規
約等の作成
・収集したデータの2次利用や、AI等での分析により生ま
れた付加価値等についての新たな知財の管理

　知財ポリシー、データポリシー、農家への同意書、
　各企業とのライセンスポリシーを策定済み

リーダー：岡林 俊宏 リーダー：松島 弘敏 リーダー：石塚 悟史

R2.4～農業イノベーション推進課内に
｢ＩｏＰ推進室｣を設置し
専任体制で伴走支援実施

生産者組織
　・次世代型こうち新施設園芸システム協議会
　・各地域園芸研究会組織　
　・各品目部会等

関連企業組織
・IoPプロジェクト参画企業コンソーシアム(R2設立予定)
・高知県ＩｏＴ推進ラボ研究会
・高知県ものづくり地産地消協議会等

流通販売関連組織
・高知県全国取引会社協議会、
・高知県園芸品販売拡大協議会(R2.3.24設立)
・高知県直販流通外商拡大協議会(R2.4.6設立)　

連 
携

連 
携

　　　理事会
　（3/21、8/1開催）

Next次世代産学官連携協議会

代表者会議

（知事をトップ）
（事業責任者､中心研究者､専門部会長、
　IoP推進機構理事長、県）

IoPプロジェクト
研究推進部会 IoP人材育成部会

知財データ管理チーム（これまで未開催）ビジネスチーム(3/28､6/6､7/18,8/26開催)クラウドシステムチーム（これまで未開催）

事務局:ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進課
    （IoP推進室）
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IoPプロジェクトの意思決定プロセス体制

Ｐ(

計
画
策
定)

・
Ｄ(
実
行)
・
Ｃ(

評
価)

・
Ａ(

改
善)

IoP推進機構
(武市理事長)

・産業振興面で必要な取り組み
の計画案をまとめる

IoP代表者会議
【受田事業責任者､本家部会長､岩崎部
会長､武市理事長､中心研究者(北野､藤

原､福本)､県】

・研究推進部会､人材育成部会、IoP推
進機構からの計画案を検証し、IoPプ
ロジェクト全体の計画と予算方針を策
定

IoP研究推進部会
(本家部会長)

・研究開発面で必要な研究課題
の決定とその実行にかかる計画
案をまとめる

人材育成部会
(岩崎部会長)

・人材育成面で必要な施策とそ
の実行のための計画案をまとめ
る

産学官
連携協議会

【濵田知事､3大学学長､関連企業
組織･金融機関等のトップ】

・IoPﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全体と関連する人
材育成及び産業振興等の計画の
検討
・事業の進捗状況の検証､評価､
修正･追加に係る検討

PDCA

県計画・予算編成（R2.11）→ 決定(R3.3末)

交付金計画・予算申請(R2.1) → 評価(R3.2) → 決定(R3.3末)

★年2回程度開催 ★必要に応じて随時
（今年度はほぼ毎月開催）

研究サロン
の開催

(R2.9～
1回/週
開催)

目的：

①研究課題 
 とIoPクラ

ウドと
の連携

②KPI達成の
ための社会
政策、産業
政策の共有

NEW

IoPプラットフォーム戦略会議
目的：IoPクラウド(サワチ)の構築について、
   ①KPI達成に着実に寄与できるPFとする。
   ②研究開発、人材育成、産業振興に最大限活用できるPFとする。
   ③水産業、林業等でも活用できるPFとする。

NEW

NEW
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２．IoPプロジェクトの推進体制とIoPプラットフォーム戦略会議の設置



　　
　　　

３．クラウドシステムチーム会の開催状況と
  IoPクラウドプロトタイプ(サワチ)の構築状況

○2020年3月1日  IoPクラウドシステムチーム会
        サワチ開発管理および構築委託にかかる仕様の検討
  
  ○2020年5月1日  サワチ開発管理委託契約締結
  ○2020年7月31日 サワチ構築委託契約締結
  ○2020年8月7日  JV4社と県でのサワチ構築キックオフ会（第1回定例会）

●2020年9月3日  ＩｏＰプラットフォーム戦略会議
         ・今年度のＩｏＰクラウドプロトタイプ（サワチ）整備の
          コンセプト、委託業者とのライセンス、ＰＦ戦略等確認

  ○2020年9月15日  第2回JV４社との定例会
  ○2020年9月31日～10月1日 4社JVとの詳細仕様打ち合わせ

●2020年10月5日 第1回クラウドシステムチーム会
         ・今年度のＩｏＰクラウドプロトタイプ（サワチ）の仕様確認・構築概要
            ・現場データ(170戸)のつなぎ込み仕様確認

  ○2020年10月6日   第3回JV4社との定例会

●2020年10月15日 第2回クラウドシステムチーム会
         ・Ｒ３取り組み計画と予算案の検討
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　　　　４．IoPクラウド（サワチ）整備計画　
　　　　　　　　　　　　8月　　　　9月　　　　10月　　　　11月　　　　12月　　　　１月　　　　２月　　　　３月　　　　●サワチ構築

クラウド構築

出荷データ連携

現場データ連携

画面等構築

データ連携・検証

4社JVで構築
　（株）高知電子計算センター(地元IT企業）  　： 事業管理業務、クラウド構築業務
　（株）高知システムズ（地元IT企業）　　　　　 ： 画面開発業務、各デバイス、アプリケーション等との連携
　　ネポン（株）農業機器、IoT基盤システム　　　 ： プラットフォーム提供、画面開発支援、農業技術支援
　（株）NTTドコモ（移動体通信キャリア）　　　　： 携帯画面開発支援、通信技術支援
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　　　　　５．現場データの収集体制の確立

出荷場Ａ

出荷場Ｃ

出荷場J

出荷場Ｂ

出荷場D

出荷場F

出荷場E

出荷場G

出荷場H

出荷場I

県内の全集出荷場
（70カ所）

ＪＡ高知
電算センター

高知IoPクラウド（サワチ)

AI

データベース

１．主要野菜６品目(ナス,ピーマン,キュウリ,シシトウ,ニラ,ミョウガ)の全農家(約3,000戸)の全出荷データ(現在＋過去３年)を一元化収集

２．個々の農家の様々なデータを(自動)収集

・生産者基本
カルテ

(現状と目標)

170戸
(20戸×6品目

＋大規模法人等)

・環境データ
(温度、湿度、CO2,日射量

等）

170戸
(20戸×6品目

＋大規模法人等)

・作物生育データ
(花数、実数、肥

大日数等)

30戸
(10戸×3品目)

・栽培管理履歴
データ

・GAP点検

200戸
(ニラ、トマト)

・機器類の稼働
状況データ

・エネルギー経費
(重油､灯油､電気等)

30戸
(20戸×6品目

＋大規模法人等)

・病害虫の発生
データ

（特にすすかび病）

30戸
(ナス)

⑤ 問診アンケート調査
実施＋システム開発

⑥ 既存5社の改良＋新
規デバイス開発

⑦ 画像診断AI実装
＋品目拡大

⑧ スマホシステム開発
＋品目拡大

⑨ 実態調査＋データ収
集ユニット開発

⑩ 実態調査＋発生状
況報告システム開発

・営農、労務、経
営情報等共有

(家族、作業員間
＋生産部会）

10戸

⑪ コミュニケーション
ボードシステム開発

 　
　　

　通
信

会
社

と連
携
　　

　　

④ 通信ボックス開発
(４G・SIM）耐雷仕様

② プロトタイプクラウ
ド＋

基本画面構築

農家、JA等が
いつでも活用

③ 研究用データ分析
画面構築

全研究者が
データを活用できる

 システム連携用回線　　　　
① 全出荷データを

毎日自動収集
・品目
・量(出荷コード毎)
・品質(A,B,C･･･）
・大きさ(L,M,S･･･)

まず3,000戸

SINET5 JGN

 仮想マシン・ストレージ
（NICTと共同研究）

　情報通信機構(NICT）
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安芸

土佐
香美

土長

春野

仁淀
川

くろしお

高西

幡多

燃料

温度

5kmメッシュ
高知気象データ

1分データ

IoPクラウド

気象

ハウス･作物
等画像

高知県

時系列
データ

密度の濃い・リアルタイム
時系列データ

　　　　　６．IoPクラウド（サワチ）最大の強みとなるのは、属性データ！！！

高知県
オリジナル

ハウス画像

高知県

圃場ﾓﾃﾞﾙ
データ

高知県

圃場属性
データ

現場のプロが
集めるデータ

JA指導員 県普及員
唯一無二の

詳細属性情報
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IoP
クラウド

AI

データベース
×

これならわしらも

使えるぜよ！

① 農業者自らアクセス

対象：パソコンやスマホに抵抗が
ない農業者（若手農家、法人、

　先進的農家・・）

②　プッシュ型で必要な
情報を提供

(SNS配信､TVﾓﾆﾀｰ等)

対象：全農家
（パソコン、スマホが苦手OK）　
＋

③　指導者による伴走型　
　　　支援・指導を徹底

対象：新規就農者や
課題解決が必要な農家

JA(営農･購買･販売)､県(行政･普及･研究)､大学､企業

　　　　７　IoPクラウド（サワチ）を活用して、すべての農家さんをデータ農業へ

県内全ての施設園芸農家（6,000戸）が対象　（Society5.0の実現） 8



家におっても
ハワイにおっても
いつでも安心じゃ！
これで、楽になるな～

そもそも、ハウスが

ネットにつながってないぞ

１．IoPの普及（農業分野での｢Society5.0｣実現）のために、５年以内にすべてのハウスをネットにつないでいきます

・異常があってもわからない
・毎日ずっとハウス作業･･･
・自動化､遠隔制御できない

２．IoPクラウド（仮称:サワチ）で、自分の必要な有益情報を自由に活用できます

装備
1

環境/収量・経費
の見える化

・圃場環境､作物の状態、収
量･品質､毎日の経費、出荷
量・時期の予測等をスマート
フォンやパソコンで「いつで
も」「どこでも」把握可能。

装備
2

監視と警報

・ハウスの温度異常や、
機械のトラブルを警報
メールで知らせてリス
ク回避可能なインフラ
を整備すること。

装備３ コミュニケーションイ
ンフラ

・栽培情報共有、営農日誌な
どの情報共有コミュニケー
ションを容易にすること。
・プッシュ型での個別有益
情報の定期配信サービス
・グループウェア機能

装備
4

遠隔制御／自動
化・省力化

・ビジュアル遠隔制御画面で、
遠隔からハウスの中を操作可
能とすること。
・温湿度管理、水・肥培管理、
病害虫診断等の自動化
・データに基づく自動制御

装備
５ 販路拡大

・作物の状態や生産履歴、GAP
点検項目、機能性成分等をス
マートフォンやパソコンで「い
つでも」「どこでも」確認・ト
レースできる。
・マーケットインで受発注取引
可能にすること。

３．施設園芸関連産業群の創出につなげ、施設園芸以外の農業やその他の産業でも活用できるしくみを構築していきます。
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　　　　８．もっと楽に、もっと儲かる農業を目指して、IoPクラウドを構築します。

新たな研
究・データ
サイエンス

機器・
システム

開発

アプリ・
サービス

開発

既存の
ビジネス
の効率化

新たな
ビジネス
の展開

他産業
との連携

県外や
海外への
外商展開
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　　　　９．（参考）　サワチの画面イメージ　



試行 まとめ 本番準備

R2年度 R3年度 R4年度

結
合

構
築

ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ
(ST)

Pre
Service

フェーズ

R2年度要件

開発/構
築

サービ
ス
設計

結
合 ST

R3年度要件
(本番要件)

本番
サービ
ス

イマココ ９

　　　　１０． 本格サービス開始(R4年度)に向けた流れ



プロジェクト成功の秘訣

やるのは私たちです

一生に一度を今やりましょう

１０

　　　　１０.　天辰健一開発管理責任者より、JV４社＋県、JA関係者へのメッセージ


